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アイデンティティと「見えないもの」
―レバノンの事例による論点導出のための覚え書き
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１ 実際，「アイデンティティ複合」を論じた論文の一篇は，初出時には「エスニシティ
をこえて」［板垣１９８５］というタイトルが付けられていた。
２ 紙幅の都合もあり，ここでは立ち入った説明ができないが，この時代のオスマン帝
国における「通訳」なる存在の，免税特権を始めとする独特の位置づけについては，
ここで取り上げた論考のほか，黒木の他の著作［黒木１９９７，２００５］も参照されたい。
３ 筆者の調査地は，レバノン共和国ベカー県にあるカッブ・イリヤースという田舎町
である。人口数を示す厳密な統計は存在しないが，１万５千人から数万人の規模と考
えられる。やはり正確な割合を示すことは難しいが，この町には様々な宗派が混住し
ており，人口のおよそ半分がスンナ派イスラーム教徒，残りがキリスト教徒の諸派（マ
ロン派，ギリシア正教，ギリシア・カトリック，プロテスタント）である。また，こ
こで引用しているアラビア語は，筆者がこの調査地で耳にした方言にもとづいている。
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したがって，正則的な表現と必ずしも厳密に一致しない部分がある。
４ 実際，この時の会話は，ちょうど，マロン派の教会が礼拝時刻を告げる鐘を鳴らし
ているのをきっかけになされたものである。
５ 議論の位相は異なるが，レバノン移民を対象に，「何か（典型的には経済的利益）の
ために」移動するのではなく，「自分が前に進んでいる」感覚を持つことの方が，レ
バノン人の移民現象の核心にあるのではないかと論じた，ガッサン・ハージの「存在
論的移動」の議論［ハージ２００７］は，感覚的側面に着目する議論として，広い意味で
本論文と問題意識を共有している。
